
　
二
月
十
三
日

　
只
今
、
三
時
二
〇
分
。
グ
リ
ー
ン
ア
ロ
ー
社
に
原
稿
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
附
。

一
息
つ
い
て
い
る
。
八
時
半
起
床
。
十
一
時
研
究
室
。
十
一
時
半
全
体
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。
十
三
時
修
了
。
十
三
時
半
清
水
建
設
来
室
。
十
四
時
半
ア
ト
リ

エ
海
佐
々
木
氏
鉄
建
建
設
と
来
室
。
十
六
時
半
日
本
建
設
。
十
七
時
半
馬
場

夫
妻
来
室
。
一
度
だ
け
お
目
に
か
か
っ
た
お
兄
さ
ん
が
入
院
さ
れ
た
と
の
事
。

馬
場
兄
弟
は
正
し
い
庶
民
の
典
型
の
風
が
あ
っ
て
好
き
だ
。
良
い
も
の
を
作

っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
。
夜
、
友
人
と
会
食
。

　
二
月
十
四
日

　
九
時
前
起
き
る
。
今
日
は
休
も
う
。
と
思
っ
て
は
み
た
も
の
の
、
ジ
ー
ッ

と
し
て
お
ら
れ
ず
、
十
時
過
世
田
谷
村
を
出
る
。
小
田
実
の
会
に
行
こ
う
と

我
孫
子
の
真
栄
寺
に
向
か
う
。
佐
藤
健
の
墓
参
り
も
し
て
こ
よ
う
。
し
か
し

ま
だ
墓
は
な
い
か
。
今
十
二
時
過
常
盤
線
車
中
。
十
三
時
過
天
王
台
寺
で
死

ぬ
程
ま
ず
い
立
喰
い
ソ
バ
を
喰
べ
て
、
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
で
真
栄
寺
へ
。
照
道
師
と

再
会
。
小
田
実
と
会
う
。
佐
藤
健
を
介
し
た
縁
だ
。
十
三
時
半
過
小
田
実
講

演
、
本
堂
で
。
小
田
実
の
話
し
を
ま
と
め
る
事
は
不
可
能
だ
が
、
最
近
の
彼

の
関
心
が
ヒ
ト
・
ゲ
ノ
ム
の
生
命
工
学
の
特
許
、
所
有
権
の
問
題
、
す
な
わ

ち
核
の
外
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
は
反
対
の
人
間
の
内
側
へ
の
外
的
権
力

の
侵
入
の
問
題
へ
と
移
行
し
て
い
る
の
が
感
じ
取
れ
た
。
時
間
を
大
巾
に
オ

ー
バ
ー
し
て
十
六
時
前
ま
で
質
疑
応
答
が
続
い
た
。
修
了
後
会
食
。
十
九
時

過
迄
。
小
田
実
、
興
が
乗
っ
て
、
も
う
一
度
レ
ク
チ
ャ
ー
。
ギ
リ
シ
ャ
時
代

の
政
治
的
概
念
の
原
理
に
つ
い
て
。
仏
教
伝
道
協
会
事
務
局
の
方
が
み
え
て

い
た
の
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
説
明

す
る
。
小
田
実
も
七
十
二
才
位
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
言
っ
て
い
る
事
は
四

十
年
前
と
ピ
ク
リ
と
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
の
処
が
信
頼
で
き
る
の
だ
。

沖
縄
の
比
嘉
永
吉
は
信
用
で
き
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
こ
の
一
連
の
ラ
イ
ン

は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
死
ん
だ
佐
藤
健
の
勘
は
凄
か
っ
た
と
言
う
し
か
な
い
。

佐
藤
健
の
通
夜
に
用
意
さ
れ
て
い
て
、
真
栄
寺
が
隠
し
持
っ
て
い
た
銘
酒
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
良
い
会
に
な
っ
た
。
上
野
で
加
藤
等
と
食
事
。
二
十
二
時
半

修
了
。
今
、
山
手
線
で
新
宿
に
向
っ
て
い
る
。
今
日
は
久
し
振
り
に
小
田
実

に
会
え
て
、
色
々
と
話
し
で
き
て
良
か
っ
た
。

　
二
月
十
五
日
　
日
曜
日

　
十
四
時
二
〇
分
南
青
山
の
梅
窓
院
祖
師
堂
ホ
ー
ル
。
日
中
建
築
デ
ザ
イ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
。
浜
野
安
宏
、
隅
研
吾
が
お
膳
立
て
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。

顔
馴
じ
み
の
張
永
和
北
京
大
学
教
授
等
と
話
し
合
う
。
日
本
側
は
隅
、
石
山
、

山
本
、
北
山
、
浜
野
。
中
国
側
は
張
の
他
に
文
未
未
、
刻
家
昆
、
王
謝
。
終

了
後
の
懇
親
会
は
ワ
イ
ン
を
一
口
す
す
っ
て
退
散
す
る
。
隅
は
良
く
こ
ま
め

に
動
い
て
い
る
な
。
十
九
時
半
世
田
谷
村
。
室
内
原
稿
書
く
。

　
二
月
十
六
日

　
六
時
過
起
床
。
冗
談
じ
ゃ
な
い
が
、
今
日
は
義
務
で
大
学
入
試
の
試
験
カ

ン
ト
ク
。
イ
ヤ
ー
な
一
日
だ
。
七
時
五
〇
分
大
学
。
九
時
二
〇
分
試
験
開
始

な
の
に
何
故
こ
ん
な
に
早
く
集
め
る
の
か
。
受
験
生
の
顔
つ
き
が
毎
年
幼
く

な
っ
て
い
る
様
な
気
が
す
る
。
女
の
子
は
妙
に
大
人
び
た
の
が
居
る
。
私
の

担
当
す
る
部
屋
の
受
験
生
は
総
勢
四
〇
名
。
内
、
女
性
が
七
名
。
も
し
か
し

た
ら
こ
の
教
室
は
建
築
学
科
志
望
か
も
し
れ
な
い
（
違
っ
た
）
。
受
験
生
の

全
て
と
言
っ
て
良
い
位
皆
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
い
、
鉛
筆
を
使
っ
て
い
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る
の
は
今
時
珍
ら
し
い
ツ
メ
エ
リ
の
制
服
姿
の
男
子
の
み
。
そ
れ
で
こ
の
学

生
は
ど
こ
か
地
方
の
学
生
と
知
れ
る
。
今
年
も
又
、
時
計
は
全
員
種
類
が
異

な
る
。
時
計
と
い
う
高
度
工
業
化
商
品
が
い
か
に
多
品
種
の
生
産
で
あ
る
の

か
が
知
れ
る
。
身
に
つ
け
る
も
の
な
の
で
そ
う
な
る
の
か
、
値
段
帯
の
枠
が

そ
う
な
さ
し
め
て
い
る
の
か
。
一
時
期
受
験
生
が
一
様
に
や
っ
て
い
た
鉛
筆

を
右
手
で
上
手
に
ク
ル
ク
ル
廻
す
の
は
今
年
は
ど
う
や
ら
一
人
だ
け
に
な
っ

た
。
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
は
少
し
重
い
の
と
材
質
で
廻
し
に
く
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
靴
は
全
員
ス
ニ
ー
カ
ー
と
思
い
き
や
、
例
の
ツ
メ
エ
リ
の
男
子
が
革

靴
で
他
に
二
名
編
上
げ
の
ス
エ
ー
ド
の
靴
で
あ
っ
た
。
女
子
は
ハ
イ
ヒ
ー
ル

一
名
ペ
チ
ャ
ン
コ
の
靴
一
名
、
他
は
足
許
を
ジ
ロ
ジ
ロ
見
れ
な
い
の
で
不
明
。

男
子
一
人
の
み
左
利
き
。
十
五
時
二
限
の
理
科
が
終
わ
る
。
室
内
の
原
稿
一

応
終
わ
る
。
十
七
時
十
分
三
限
の
英
語
終
了
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
化
学
科
志
望

の
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
せ
め
て
建
築
学
科
の
教
師
は
建
築
志
望
の
ク
ラ
ス
に
配

置
せ
よ
。
マ
ア
、
来
年
は
私
は
も
う
や
ら
な
い
け
れ
ど
。
十
七
時
半
や
っ
と

研
究
室
に
戻
る
。
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